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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　会員カードから会員情報と宿泊者情報を読み込む受付端末と、
　前記会員情報と前記宿泊者情報とに基づいて宿泊者の通信帯域を設定する宿泊者マスタ
ーと、
　前記通信帯域に基づいて通信装置の通信設定を行う回線管理マスターとを備え、
　前記通信装置に、前記会員カードが挿入されることで前記通信設定が行なわれることを
特徴とする通信帯域設定システム。
【請求項２】
　前記宿泊者マスターは、データベースにチェックイン時間、チェックアウト予定時刻、
宿泊日数を含む前記宿泊者情報を蓄積し、
　前記会員情報に基づいて検索された過去の宿泊者情報と、前記受付端末から送信された
前記宿泊者情報とに基づいて、前記通信帯域の設定を行ない、
　前記過去の宿泊者情報は、前記宿泊者が過去に利用した回線の使用頻度の情報を含んで
いることを特徴とする請求項１に記載の通信帯域設定システム。
【請求項３】
　前記通信装置は、前記会員カードが挿入されると、前記通信装置のIDと前記会員情報を
前記回線管理マスターに送信し、
　前記回線管理マスターは、前記宿泊者マスターに前記会員情報に対応した通信帯域の問
い合わせを行い、前記宿泊者マスターから送信された前記通信帯域の情報に基づいて前記
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通信装置の通信設定を行うことを特徴とする請求項１または２に記載の通信帯域設定シス
テム。
【請求項４】
　前記通信装置は、前記会員カードが抜かれると前記通信設定を削除し、前記回線管理マ
スターに空室情報を送信し、
　前記回線管理マスターは、前記空室情報に基づいて通信使用停止通知を前記宿泊者マス
ターに送信することを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の通信帯域設定シ
ステム。
【請求項５】
　前記回線管理マスターは、前記チェックアウト予定時刻になると前記通信装置の通信設
定を削除することを特徴とする請求項２に記載の通信帯域設定システム。
【請求項６】
　前記通信装置は、無線ＬＡＮ機能を有することを特徴とする請求項１から５のいずれか
一項に記載の通信帯域設定システム。
【請求項７】
　前記宿泊者マスターは、無線LAN用ＳＳＩＤとパスワードを設定する機能を有し、
　前記通信装置は、前記無線LAN用ＳＳＩＤと前記パスワードと表示する表示部を備える
ことを特徴とする請求項６に記載の通信帯域設定システム。
【請求項８】
　前記表示部は、所定の時間を経過すると前記無線LAN用ＳＳＩＤと前記パスワードの表
示を消去することを特徴とする請求項７に記載の通信帯域設定システム。
【請求項９】
　前記表示部は、前記無線LAN用ＳＳＩＤと前記パスワードの表示を消去する機能を有す
ることを特徴とする請求項７に記載の通信帯域設定システム。
【請求項１０】
　会員カードから会員情報と宿泊者情報を受付端末が読み込む工程と、
　前記会員情報と宿泊者情報とに基づいて宿泊者の通信帯域を宿泊者マスターが設定する
工程と、
　前記通信帯域に基づいて通信装置の通信設定を回線管理マスターが行う工程と、
　前記通信装置に、前記会員カードが挿入されることで前記通信設定が行なわれる工程
とを備えることを特徴とする通信帯域設定方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インターネット接続に関し、特に通信帯域の設定を行う通信帯域設定システ
ム、および通信帯域設定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ホテルや空港などの公共施設において、インターネット接続することができる設
備が整備されて、様々な場所でインターネットを利用できる環境が広がってきている。
【０００３】
　上記のような環境においてインターネットを利用する方法として特許文献１では、専用
の通信端末を用いることなく、携帯電話端末に無線LAN（Local　Area　Network）アダプ
タを装着してIP（(Internet　Protocol）電話機として使用する記載がされている。無線L
ANアダプタを装着した携帯電話端末は、ホテルや空港等、公共の施設に設置されている無
線ＬＡＮインフラを利用してＩＰ電話機として使用することができる。
【０００４】
　無線ＬＡＮアダプタを装着した携帯電話端末は、特定のプロバイダから回線接続に必要
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なプログラムをＩＰ網経由で取得する。そして取得したプログラムに基づき無線ＬＡＮ対
応のＳＩＰ（Session　Initiation　Protocol）サーバと通信を行い、ＩＰ網を介して相
手の通信端末との間で通信を行う。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－３３４７７
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし特許文献１の記載された技術では、携帯電話端末が無線ＬＡＮ接続を行う際の設
定を１度行なえば、同じ場所において無線ＬＡＮ接続を何度でも行うことができる。しか
しホテルなどの商業施設は、有料の顧客である宿泊者と、宿泊者以外の無料の顧客など様
々な人が利用している。
【０００７】
　つまり、１度設定を行なえば宿泊者以外でもホテル内において自由に無線ＬＡＮ接続を
行うことができる。そして宿泊者以外の利用者が通信接続すること多くなってしまう可能
性がある。その結果、宿泊者に対して安定した通信帯域が確保することができず、有料の
顧客である宿泊者がホテル内において安定して通信接続を行うことができないという問題
があった。
【０００８】
　本発明は上記課題を解決する通信帯域設定システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明における通信帯域設定システムは、会員カードから会員情報と宿泊者情報を読み
込む受付端末と、会員情報と宿泊者情報とに基づいて宿泊者の通信帯域を設定する宿泊者
マスターと、通信帯域に基づいて通信装置の通信設定を行う回線管理マスターとを備え、
通信装置は会員カードが挿入されることで通信接続を行なうことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明における通信帯域設定システムによれば、宿泊者が安定して接続を行うことがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る通信帯域設定システムの構成を示すブロック図で
ある。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る通信帯域設定システムの通信装置を示す斜視図で
ある。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る通信帯域設定システムの動作を示すシーケンス図
である。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る通信帯域設定システムの宿泊マスターが会員情報
と宿泊者情報を蓄積する表である。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る通信帯域設定システムの動作を示すシーケンス図
である。
【図６】本発明の第２の実施形態に係る通信帯域設定システムの構成を示すブロック図で
ある。
【図７】本発明の第２の実施形態に係る通信帯域設定システムの動作を示すシーケンス図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
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　以下に、本発明を実施するための好ましい形態について図面を用いて説明する。
【００１３】
　〔第１の実施形態〕まず第１の実施形態について図面を参照して詳細に説明する。図１
は、本実施形態における通信帯域設定システム１０のブロックである。
【００１４】
　〔構成の説明〕図１に示すように、本実施形態における通信帯域設定システム１０は、
受付端末１と、会員カード２と、宿泊者マスター３と、回線管理マスター４と、通信装置
５とで構成される。
【００１５】
　受付端末１、と複数の通信装置５はホテル内のLANを介して接続している。受付端末１
、通信装置５はネットワーク６を介して宿泊者マスター３、回線管理マスター４と接続し
ている。
【００１６】
　受付端末１は、ホテルのフロントなどに設置されている。受付端末１は、会員カード２
が挿入されると、会員カード２から会員情報と宿泊者情報を読み取ると、宿泊者マスター
３へ会員情報と宿泊者情報を送信する機能を備えている。宿泊者情報とは、宿泊者のチェ
ックイン時間、チェックアウト予定時刻、宿泊日数などである。また受付端末１は、新規
会員カードまたはゲストカードの発行を行う機能も備えている。新規会員カードやゲスト
カードは、会員カード２と同様の機能を有する。
【００１７】
　宿泊者マスター３は、ワークステーション・サーバなどの情報処理装置であり、受付端
末１が送信した宿泊者情報を受信し、データベースに蓄積する機能を備えている。また宿
泊者マスター３は、宿泊者が過去に利用した過去の宿泊者情報を検索し、過去の宿泊回数
や回線の使用頻度と、今回の宿泊者情報に応じて宿泊者が使用できるネットワーク回線の
通信帯域を設定する機能を備えている。なお過去の宿泊者情報は、宿泊者が過去に利用し
た回線の使用頻度の情報を含んでいる。宿泊者マスター３は、宿泊者がネットワークで使
用するユーザ名、パスワードなどの設定情報を設定する機能も備えている。
【００１８】
　回線管理マスター４は、ワークステーション・サーバなどの情報処理装置であり、宿泊
者マスター３から送信された宿泊者が使用できるネットワーク回線における通信帯域の情
報に基づいてそれぞれの通信装置５に対して通信設定を作成・変更する機能を備えている
。
【００１９】
　通信装置５は、ルータなどのネットワーク装置であり、ネットワークで使用する回線の
通信帯域を制御し、ユーザ端末２０を接続することによりネットワーク環境を宿泊者へ提
供する機能を備えている。また通信装置５は、図２に示すようにカード挿入口を供え、挿
入された会員カード２の会員情報を読み取ると、会員情報と通信装置５のＩＤを回線管理
マスター４へ送信する機能を備えている。なお通信装置５は複数設けられ、ホテルの各客
室や会議室などにそれぞれ配置されている。
【００２０】
　〔動作の説明〕次に本実施形態における動作を、図３のシーケンス図を用いて説明する
。
【００２１】
　まずＳ１において、宿泊者は、チェックイン時に会員カード２をフロントへ提示し受付
端末１に会員カード２を挿入する。次に、Ｓ２に処理を進める。
【００２２】
　S２において、受付端末１は、会員カード２が挿入されると、宿泊者のチェックイン時
間、チェックアウト予定時刻、宿泊日数などの宿泊者情報が入力される。次に、S３に処
理を進める。
【００２３】
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　S３において、受付端末１は会員情報と、チェックイン時間やチェックアウト時間、宿
泊日数などの宿泊者情報を宿泊者マスター３へ送信する。次にS４に処理を進める。
【００２４】
　S４において、宿泊者マスター３は、受付端末１から送信された会員情報と宿泊者情報
を図４に示す表のようにデータベースに蓄積する。そして蓄積したデータから宿泊者が過
去に宿泊した回数や回線の使用頻度などの過去の宿泊者情報を検索する。なお過去の宿泊
者情報は、宿泊者が過去に利用した回線の使用頻度の情報を含んでいる。次にS５に処理
を進める。
【００２５】
　S５において、宿泊者マスター３は、宿泊者の過去の宿泊者情報と今回の宿泊者情報と
に基づいて、宿泊者が使用することができるネットワーク回線の通信帯域を設定する。次
に、S６に処理を進める。
【００２６】
　Ｓ６において、宿泊者は客室に入室後、通信装置５のカード挿入口に会員カード２を挿
入する。次に、Ｓ７に処理を進める。
【００２７】
　Ｓ７において、通信装置５は挿入された会員カード２から会員番号などの会員情報と通
信装置５のＩＤとを回線管理マスター４に送信する。次に、Ｓ８に処理を進める。なお、
この時点では通信装置５のユーザ側インタフェースは閉塞されたままであり、宿泊者がネ
ットワークを利用することはできない。
【００２８】
　Ｓ８において、回線管理マスター４は、通信装置５から会員情報を受信すると、宿泊者
マスター３へ会員情報を送信し、宿泊者用の通信設定の情報を問い合わせる。次に、Ｓ９
に処理を進める。
【００２９】
　Ｓ９において、宿泊者マスター３は、会員情報を元に、宿泊者へ割り当てる回線の通信
帯域、割り当て時間などを選択する。ホテル会員に対し予めユーザ名、パスワードが登録
されている場合については通信帯域の情報と併せて回線管理マスター４へ情報を送信する
。次にＳ１０に処理を進める。
【００３０】
　Ｓ１０において、回線管理マスター４は、宿泊者マスター３から利用することができる
通信帯域の情報を受信すると、通信装置５のＩＤから各宿泊者の客室の通信装置５の通信
設定を作成し、通信装置５の設定を変更する。次にＳ１１に処理を進める。
【００３１】
　Ｓ１１において通信装置５は、通信設定が変更されるとユーザ側インタフェースを開放
し、宿泊者はユーザ端末２０を接続することでネットワークを使用することが可能となる
。
【００３２】
　次に、通信帯域設定システム１０が、ネットワークを終了する場合の動作を図４のシー
ケンス図５を用いて説明を行う。
【００３３】
　まずS１０１において、宿泊者がネットワークの利用を終了する際、会員カード２を通
信装置５から抜く。次に、S１０２に処理を進める。
【００３４】
　S１０２において、通信装置５は、会員カード２が抜かれると、通信装置５のIDと会員
番号などの会員情報を回線管理マスター４へ送信する。そして宿泊者用の通信設定を削除
し、ユーザ側インタフェースを閉塞する。次に、S１０３に処理を進める。
【００３５】
　S１０３において、回線管理マスター４は、宿泊者マスター３へ会員情報とネットワー
ク使用停止通知を送信する。次に、S１０４に処理を進める。
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【００３６】
　S１０４において、宿泊者マスター３は、宿泊者情報を更新し終了処理を完了する。
【００３７】
　また回線管理マスター４は、宿泊者のチェックアウト予定時刻になると各客室の通信装
置５の通信設定を削除し、ユーザ側インタフェースを閉塞して、宿泊時間外の通信装置５
を使用不能とする。
【００３８】
　なおホテルの宿泊時間外にネットワークを使用したいとき（例えば会議室として使用す
る）は受付端末１で、利用時間を登録後、通信装置５へ会員カード２を挿入することによ
り宿泊時間外でもネットワークを使用することができる。
【００３９】
　〔効果の説明〕次に、本実施形態における通信帯域設定システム１０の効果について説
明を行う。
【００４０】
　本実施形態における通信帯域設定システム１０では、受付端末１が会員カード２を読み
取ると、会員情報と、チェックイン時間やチェックアウト時間や宿泊日数などの宿泊者情
報とを宿泊者マスター３に送信する。
【００４１】
　そして宿泊者マスター３は、受付端末１から送信された会員情報をもとに、データベー
スに蓄積したデータから宿泊者が過去に宿泊した回数や回線の使用頻度などの過去の宿泊
者情報を検索する。なお過去の宿泊者情報は、宿泊者が過去に利用した回線の使用頻度の
情報を含んでいる。そして宿泊者マスター３は、宿泊者の過去の宿泊者情報と今回の宿泊
者情報とに基づいて、宿泊者が使用することができるネットワーク回線の通信帯域を設定
する。
【００４２】
　回線管理マスター４は、宿泊者マスター３から送信された宿泊者が使用できるネットワ
ーク回線の通信帯域の情報を元に通信装置５の通信設定を作成・変更を行う。
【００４３】
　上記構成により通信帯域設定システム１０は、宿泊者が過去に利用した通信の使用頻度
や宿泊回数などに応じてネットワーク回線の通信帯域を提供できる。つまり過去の利用状
況から、ネットワーク回線の使用頻度が高い宿泊者には通信速度の速い通信帯域を設定す
ることができ、一方ネットワーク回線をほとんど使わない宿泊者に対しては、通信速度の
遅い通信帯域を設定することができる。
【００４４】
　その結果、通信帯域設定システム１０は、各宿泊者に対して効率的に通信帯域の設定を
行うことができるとともに、宿泊者は安定して回線接続を行うことができる。
【００４５】
　また本実施形態における通信帯域設定システム１０は、通信装置５に会員カード２が挿
入され宿泊者マスター３に会員情報を照合する。宿泊者マスター３はチェックイン時に設
定した宿泊者の利用することができる通信帯域の情報を回線管理マスター４に送信する。
そして回線管理マスター４は、通信装置５の通信設定を作成または変更する。
【００４６】
　つまりチェックイン時に受付端末１に挿入した会員カード２を通信装置５に挿入しない
と、ネットワーク回線を利用することができない。その結果、宿泊者以外の利用者が通信
装置５やネットワーク回線を不正に利用することを防ぎ、必要な時間だけ使用することが
できる。
【００４７】
　また受付端末１で、利用時間を登録後、通信装置５へ会員カード２を挿入することによ
り宿泊時間外でもネットワークを使用することができるため、宿泊以外で利用する顧客に
対し客室を提供でき、客室の稼働率を上げることができる。
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【００４８】
　〔第２の実施形態〕次に第２の実施形態について図面を参照して詳細に説明する。図６
は、本実施形態における通信帯域設定システム１０のブロック図である。
【００４９】
　〔構成の説明〕図６に示すように、本実施形態における通信帯域設定システム１０は、
通信装置５が宿泊者のユーザ端末２０と無線ＬＡＮにより接続する点である。それ以外の
構造・接続関係は第1の実施形態と同様であり、受付端末１と、会員カード２と、宿泊者
マスター３と、回線管理マスター４と、通信装置５とで構成される。
【００５０】
　受付端末１と複数の通信装置５はホテル内のLANを介して接続している。受付端末１、
通信装置５はネットワーク６を介して宿泊者マスター３、回線管理マスター４と接続して
いる。
【００５１】
　受付端末１は、ホテルのフロントなどに設置され、宿泊者の会員カード２を読み取り、
チェックイン時間やチェックアウト時間や宿泊日数などの宿泊者情報を入力し、宿泊者マ
スター３へ宿泊者情報を送信する機能を備えている。
【００５２】
　宿泊者マスター３は、受付端末１が送信した宿泊者情報を受信すると、宿泊者が過去に
宿泊した回数や回線の使用頻度などの過去の宿泊者情報を検索する。そして宿泊者の過去
の宿泊者情報と今回の宿泊者情報とに基づいて、宿泊者が使用することができるネットワ
ーク回線の通信帯域を設定する機能を有している。なお過去の宿泊者情報は、宿泊者が過
去に利用した回線の使用頻度の情報を含んでいる。
【００５３】
　また宿泊者マスター３は、無線ＬＡＮ用ＳＳＩＤ（Service　Set　Identifier）とパス
ワードなどについても設定する機能を備えている。回線管理マスター４は、宿泊者が使用
できるネットワーク回線の通信帯域の情報を元に通信装置５の通信設定を作成・変更する
機能を備えている。
【００５４】
　通信装置５は、ネットワークで使用する回線の通信帯域を制御し、ユーザ端末２０を接
続することによりネットワーク環境を宿泊者へ提供する機能を備えている。また通信装置
５は、ユーザ端末２０と無線ＬＡＮを介して接続することができ、回線管理マスター４か
ら送信されたＳＳＩＤパスワードとを表示する表示部５ａを備えている。
【００５５】
　通信装置５の表示部５ａは、無線ＬＡＮ用ＳＳＩＤ、パスワードの表示を消去する画面
消去ボタンを備える。また一定時間経過後に表示部５ａの表示を消去する機能を有しても
よい。なお宿泊者が一定時間内に設定できなかった場合は、会員カード２を抜き差しする
ことで通信装置５の再設定が可能である。
【００５６】
　〔動作の説明〕次に本実施形態における動作を、図７のシーケンス図を用いて説明する
。
【００５７】
　まずＳ２０１において、宿泊者は、チェックイン時に会員カード２をフロントへ提示し
受付端末１に挿入する。次に、Ｓ２０２に処理を進める。
【００５８】
　S２０２において、受付端末１は、会員カード２が挿入されると、宿泊者のチェックイ
ン時間、チェックアウト予定時刻、宿泊日数などの宿泊者情報が入力される。次に、S２
０３に処理を進める。
【００５９】
　S２０３において、受付端末１は会員情報と、チェックイン時間やチェックアウト時間
や、宿泊日数などの宿泊者情報を宿泊者マスター３へ送信する。次にS２０４に処理を進
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める。
【００６０】
　S２０４において、宿泊者マスター３は、受付端末１から送信された会員情報と宿泊者
情報を図４に示す表のようにデータベースに蓄積する。そして蓄積したデータから宿泊者
が過去に宿泊した回数や回線の使用頻度などの過去の宿泊者情報を検索する。なお過去の
宿泊者情報は、宿泊者が過去に利用した回線の使用頻度の情報を含んでいる。次にS２０
５に処理を進める。
【００６１】
　S２０５において、宿泊者マスター３は、宿泊者の過去の宿泊者情報と今回の宿泊者情
報とに基づいて、宿泊者へ割り当てる回線の通信帯域と、無線ＬＡＮ用のＳＳＩＤとパス
ワードを決定する。次に、S２０６に処理を進める。
【００６２】
　Ｓ２０６において、宿泊者は客室に入室後、通信装置５のカード挿入口に会員カード２
を挿入する。次に、Ｓ２０７に処理を進める。
【００６３】
　Ｓ２０７において、通信装置５は挿入された会員カード２から会員番号などの会員情報
と通信装置５のＩＤとを回線管理マスター４に送信する。次に、Ｓ２０８に処理を進める
。なお、この時点では通信装置５のユーザ側インタフェースは閉塞されたままであり、宿
泊者がネットワークを利用することはできない。
【００６４】
　Ｓ２０８において、回線管理マスター４は、通信装置５から会員情報を受信すると、宿
泊者マスター３へ会員情報を送信し、宿泊者用の通信設定の情報を問い合わせる。次に、
Ｓ２０９に処理を進める。
【００６５】
　Ｓ２０９において、宿泊者マスター３は、会員情報を元に、宿泊者へ割り当てる回線の
通信帯域、割り当て時間、無線ＬＡＮ用のＳＳＩＤ、パスワードなどを選択する。ホテル
会員に対し予めユーザ名、パスワードが登録されている場合については通信帯域の情報を
回線管理マスター４へ送信する。次に、Ｓ２１０に処理を進める。
【００６６】
　Ｓ２１０において、回線管理マスター４は、宿泊者マスター３から通信帯域の情報を受
信すると、各宿泊者の客室の通信装置５の通信設定を作成し、通信装置５の設定を変更す
る。次にＳ２１１に処理を進める。
【００６７】
　Ｓ２１１において通信装置５は、通信設定が変更される。次にS２１２に処理を進める
。
【００６８】
　Ｓ２１２において、通信装置５は無線LAN用のＳＳＩＤとパスワードを表示部に表示し
、ユーザ側インタフェースを開放する。宿泊者は表示された無線LAN用ＳＳＩＤ、パスワ
ードをユーザ端末２０に設定することにより無線LANを経由してネットワークを使用する
ことが可能となる。
【００６９】
　〔効果の説明〕次に、本実施形態における通信帯域設定システム１０の効果について説
明を行う。
【００７０】
　本実施形態における通信帯域設定システム１０では、受付端末１が会員カード２を読み
取ると、会員情報と、チェックイン時間やチェックアウト時間や宿泊日数などの宿泊者情
報とを宿泊者マスター３に送信する。
【００７１】
　そして宿泊者マスター３は、受付端末１から送信された会員情報をもとに、データベー
スに蓄積したデータから宿泊者が過去に宿泊した回数や回線の使用頻度などの宿泊者情報
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を検索する。そして過去の宿泊者情報と今回の宿泊者情報とに基づいて、宿泊者が使用す
ることができるネットワーク回線の通信帯域と、無線ＬＡＮ用ＳＳＩＤとパスワードを設
定する。
【００７２】
　そして回線管理マスター４は、宿泊者マスター３から送信された宿泊者が使用できるネ
ットワーク回線の通信帯域の情報を元に通信装置５の通信設定を作成・変更を行う。
【００７３】
　通信装置５は無線LAN用のＳＳＩＤとパスワードを表示部に表示し、ユーザ側インタフ
ェースを開放する。宿泊者は通信装置５の表示部５ａに表示された無線LAN用ＳＳＩＤ、
パスワードをユーザ端末２０に設定することにより無線LANを経由してネットワークを使
用することが可能となる。
【００７４】
　上記構成により、宿泊者は無線ＬＡＮを利用することで、ＬＡＮケーブルを必要としな
いで、客室内の自由な場所でネットワーク通信を行うことができる。また客室以外でも、
ホテル内のレストラン、ラウンジ、会議室などに通信装置５を配置することで、宿泊者で
あれば会員カード２を通信装置５に挿入することで自由に無線ＬＡＮを利用して通信を行
うことができる。
【００７５】
　また通信装置５の表示部５ａは、無線ＬＡＮ用ＳＳＩＤ、パスワードの表示を消去する
画面消去ボタンを備える。また一定時間経過後に表示部５ａの表示を消去する機能を有し
ている。
【００７６】
　上記構成により、他人が通信装置５の表示部５ａに表示された、無線ＬＡＮ用ＳＳＩＤ
、パスワードを閲覧することを防止することができため、無線ＬＡＮ接続であっても高い
セキュリティを維持することができる。なお宿泊者が一定時間内に設定できなかった場合
は、会員カード２を抜き差しすることで通信装置５の再設定が可能である。
【符号の説明】
【００７７】
　１　　受付端末
　２　　会員カード
　３　　宿泊者マスター
　４　　回線管理マスター
　５　　通信装置
　６　　ネットワーク
　１０　　通信帯域設定システム
　２０　　ユーザ端末
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